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はじめに 

 

 本書は、犬山市立楽田小学校の実践を特色づける「あゆみカード」を広く知っていただこうと考

え編集した。 

 「あゆみカード」は、子ども自身による学習直後の形成的評価のための道具である。楽田小学校

では、特に算数に重点を置き、1 年生から 6 年生まで、すべての単元の「あゆみカード」を開発し、

活用した。本書はそのすべてがファイルされている。 

  教師主導の授業では、子どもの主体的な成長は見込めない。生きて働く学力を身につけさせるた

め、楽田小学校では協同的な学びの過程を導入し、課題づくりに工夫を重ねた。しかし、何より、

学習の終結時に、子ども自身が学びの手ごたえを得ることを大切なことと捉えた。自分自身で成長

の手ごたえを実感できたとき、子どもたちは本当に学ぶ意欲を湧きたたせることだろう。そういう

経験を重ねることによって、子どもたちは、勉強は先生が教えてくれるものではなく、自ら学び取

るもの、「学びは我が事」という、社会の一員として生きていくうえで極めて大切な構えを学習し

て行くのである。 

 特に算数で「あゆみカード」が開発され、活用されたのには理由がある。それは、2001 年度から

はじまった犬山市の教育改革における、学校の教育環境整備に源がある。犬山市では、市独自の非

常勤講師の採用によって、少人数授業を各校で幅広く可能とする条件を作った。「あゆみカード」

は、少人数ならではの、教師と子どもの密接な関わりの中に、有効な活用の機会を見出したのであ

る。子どもの自己評価は、教師の赤ペンによってさらに力づけられ、自己評価の基準を確かなもの

にしていく手立てとすることができた。教師自身も、その作業を通して、子ども理解を深めること

ができたのである。 

もちろん、あゆみカードがもたらす効果は、学校での子どもの育ちのすべての領域で通用するも

のである。楽田小学校でも、可能な所で、さまざまな「あゆみカード」が工夫され、使われている。 

 この「あゆみカード」の最初の開発者は、2002 年に当時城東小学校に在職していた千田初子教諭

であった。2003 年に楽田小学校に移動し、学年会を中心に、各学年で熱心にこのカード開発への取

り組みが続いていた背景には、仲間に響く千田教諭の願いがあったに違いない。彼女のご勇退の年

に、この冊子を出すことができたのは幸いである。 

 「あゆみカード」は、ひとりの教師でできるものではない。楽田小学校のもう一つの特徴は、高

め合う教師集団にある。学年会を単位とし、学校全体で、子どもの本物の育ち追求し、一致して課

題に取り組む教師たちの横のつながりが、本書のような資料をきちんと作り出すエネルギーとなっ

た。教師という仕事のやりがいを、連帯の中で作り上げてきたといえるのである。 

 なお、本書の「あゆみカード」は、犬山市が用いている算数科教科書「わくわく算数」（啓林館）

に沿って作成している。犬山市の多くの学校では、楽田小学校と同様の振り返りの工夫が広くおこな

われるようになってきている。本書が多くの実践者の方々のご参考になることを期待している。 

 

                                        監修者 
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「あゆみカード」の活用 

 

 本校では、毎日の算数の少人数授業で子どもたちが自己評価を行う際に使用する振り返りカードを

「あゆみカード」と名付け、すべての学年で活用するとともに、その内容や活用方法について充実を

図ってきた。「自ら学ぶ力」を育成するためには、子どもたち一人ひとりが自己の学習を客観的に振

り返り、「どんなことがわかったのか」「どこまでわかっているのか」などを自分でつかむことが必

要になる。また、振り返りの中から、自分自身の課題や取り組みの方向性を見つけ、次の学習への意

欲化が図られることが重要である。そのために、大きな役割を果たすのが「あゆみカード」である。 

楽田小学校では、このあゆみカードを次のようなねらいを持って活用している。 

 

①子どもたち一人ひとりが、単元全体の学習計画をつかむとともに、１時間の学習内容についての

見通しをもつ。                       【主体的な学習への方向付け】 

 ②１時間の学習や単元での取り組みを子どもたち一人ひとりが振り返り、学習内容がどれだけ理解

できたか、どんな姿勢で学習に取り組んだのかを自己評価する。  【自己評価能力の育成】 

 ③自己評価した結果から、子どもたち自身が自らの課題や学習の方向性を見出す。 

                                             【学習課題の発見・把握】 

  ④教師が子どもたち一人一人の学習の状況を把握し、授業改善や個別の支援の具体的な方策を見出

す基盤とする。                          【授業改善や支援の具体化】 

  ⑤教師が毎授業後に内容を点検しながら励ましの言葉を記入することで、次の学習活動への意欲を

高める。                                【学習意欲の継続と高揚】 

⑥学習状況を保護者に伝えるとともに、保護者にも言葉を書き添えてもらうことで、授業での成果

や課題を共有する。                             【家庭との連携】 

 

  こうしたねらいをもって、毎日毎時間「あゆみカード」への記入を継続的に積み上げてきたことで、

子どもたちの自己評価能力や課題発見能力が高まってきた。また、友だちとかかわり合って学習を進

める「学び合い」の授業に子どもたち自身が大きな意義と学ぶ楽しさを感じる源泉となっている。 

 さらに、「あゆみカード」は、学年の教師間の共通理解や教師集団としての同僚性に基づく力量の

向上を図ると同時に、より充実した少人数授業を実現する上でも重要な役割を持っている。単元の学

習計画や１時間の学習内容が示されていることで、学年のすべての教師が同じ歩調で、同じ内容の授

業を実践することができる。そこから、改善点や課題が共有され、授業改善が実現されるのである。   

 １～６年生のすべての学年で系統性や継続性を考えながら、毎年改善を加えつつ活用してきた「あ

ゆみカード」が、子どもたちのより確かな「学び」を支える基盤となることを願って、今後もより良

い活用を図っていこうと日々取り組んでいる。 
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低学年における活用とねらい 

 

 低学年においては、「学び合い」の基礎や「学び合いの心」を育てることに重点を置いて学習を進

めている。その中で、特に次の 2 点をねらいとして、活用を図っている。 

 

  ①子どもたち一人ひとりのつまずきを把握し、その解決のために適切な支援を行う。 

②励ましや賞賛の言葉かけにより、子どもたちの学習意欲を高める。 

 

中学年における活用とねらい 

 

 中学年においては、自分自身の学習を振り返る力を高めていくために、特に次の 2 点をねらいとし

て活用を図っている。 

 

①自己評価を行い、分かったことや分からなかったこと、反省や質問、感想などを記述することで、

自分自身の学習を確認して振り返る力を育成する。 

②学習活動の進め方について振り返ることで、友だちと協力して学び合おうとする態度の向上を図

る。 

 

高学年における活用とねらい 

 

 高学年においては、自分自身の学習を振り返る中で、自己評価能力を高めていくために、特に次の

2 点をねらいとして活用を図っている。 

 

①自己評価を行い、自分自身の学習課題や次の取り組みの方向性を子どもたち自身が見出すことが

できるようにする。 

②「学び合い」の様子を振り返ることで、自分自身の取り組みとともにグループや学級全体が同じ

目標に向かって努力する意識を高める。 
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